
～ 令和8年1月31日

（対象者数） 1名 （回答者数） 0名

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
現状を維持しながら、より楽しさや意欲を引き出せるような
活動を職員を中心に考えていく。

2
現状を維持しながら、より良い姿をお伝えできるよう努め
る。

3
今後もより楽しみながら遊びや体験ができるよう、子どもた
ちの成⾧に合わせて柔軟に対応していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
担当児童のモニタリングの際などに、日々の話を交えながら
環境や関わり等伺っていきたい。

2 ご家族にむけて、実施の希望の有無や内容の確認を行う。

3 ご家族にむけて、実施の希望の有無や内容の確認を行う。

日々の活動
固定化されないように、利用者様、保護者様の意見も取り入れ
ながら取り組んでいる。

保護者様との連携や情報伝達
SNSや公式ライン等の連絡ツールを用い、保護者様と綿密に情
報伝達が出来ている。また、日々の送迎時にもその日の様子の
詳細やご利用者様の良い姿をお伝えできるよう心掛けている。

通所を楽しみにして頂いている点
子どもたちに楽しんでもらえるような活動や余暇時間の関わり
に努めている。

父母の会などの保護者同士の交流の提供 実施できる日時を決めることが難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外部の方からの助言やアドバイスを受けられていない点 あまり繋がりがなく、連絡を取ることが少ない。

ペアレントトレーニングなどの家族向けの研修機会の提供 実施できる日時を決めることが難しい。

令和8年1月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 わかば四日市あくらがわ

○保護者評価実施期間 令和8年1月12日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



～ 令和8年1月31日

（対象者数） 29名 （回答者数） 21名

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
現状を維持しながら、より楽しさや意欲を引き出せるような
活動を職員を中心にで考えていく。

2
現状を維持しながら、より良い姿をお伝えできるよう努めて
いく。

3
今後もより楽しみながら遊びや体験ができるよう、子どもた
ちの成⾧に合わせて柔軟に対応できようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
担当児童のモニタリングの際などに、日々の話を交えながら
環境や関わり等伺っていきたい。

2 ご家族にむけて、実施の希望の有無や内容の確認を行う。

3 ご家族にむけて、実施の希望の有無や内容の確認を行う。

○事業所名 わかば四日市あくらがわ

○保護者評価実施期間 令和8年1月12日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

父母の会などの保護者同士の交流の提供 実施できる日時を決めることが難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外部の方からの助言やアドバイスを受けられていない点 あまり繋がりがなく、連絡を取ることが少ない。

ペアレントトレーニングなどの家族向けの研修機会の提供 実施できる日時を決めることが難しい。

日々の活動
固定化されないように、利用者様、保護者様の意見も取り入れ
ながら取り組んでいる。

保護者様との連携や情報伝達
SNSや公式ライン等の連絡ツールを用い、保護者様と綿密に情
報伝達が出来ている。また、日々の送迎時にもその日の様子の
詳細やご利用者様の良い姿をお伝えできるよう心がけている。

通所を楽しみにして頂いている点
子どもたちに楽しんでもらえるような活動や余暇時間の関わり
に努めている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


